
1解答と解説

⑴①私は毎週日曜日にテニスをします。
　②私は今，テニスをしています。
　③私は３時間ずっとテニスをしています。
⑵①６月にはたくさんの雨が降ります。
　②昨日，たくさんの雨が降りました。
　 ③昨日からずっと，たくさんの雨が降ってい
ます。

⑴ studying　⑵ been　⑶ doing　⑷ has
⑴ been working　⑵ has，running
⑶ Have，been
⑴ has，reading　　⑵ Have，have
⑶ been listening　　⑷ How，has

⑴①は現在の文，②は現在進行形の文，③は現在完了
進行形の文。
⑵①は現在の文，②は過去の文，③は現在完了進行形
の文。
　現在完了進行形は，〈have［has］ been＋動詞の ing
形〉で表す。
⑷主語が三人称単数→〈has been＋動詞の ing形〉の
形にする。
　動作の継続は，原則として，現在完了進行形〈have
［has］ been＋動詞の ing形〉で表す。
⑵ runは語尾の nを重ねて ingをつける。
⑶ wait for ～ ＝「～を待つ」

【現在完了進行形の形】
①肯定文：〈have［has］ been ＋動詞の ing 形〉
　　　　　Tom has been studying math for an hour.
②疑問文： have［has］を主語の前に置き，〈Have［Has］
　　　　　＋主語＋ been ＋動詞の ing 形 ～ ?〉の形。
　　　　　Has Tom been studying math for an hour?
③ 否定文：原則として，現在完了進行形ではなく，現在
完了形の否定文で表す。

⑵現在完了進行形の疑問文には，〈Yes,＋主語＋ have
［has］.〉，〈No,＋主語＋ have［has］ not.〉で答える。
⑷「どのくらいの間～か」と期間をたずねるときは，
〈How long have［has］＋主語＋ been＋動詞の ing形 
～ ?〉の形にする。

１ 現在完了進行形
▶ p. ３確認問題

解説

⑴①皿を洗いました
　②私に皿を洗わせました
⑵①ギターを演奏しました
　②彼がギターを演奏するのを聞きました
⑴ア　⑵ア　⑶ウ　⑷ア
⑴made，brush　⑵ listened，him
⑶ had，clean　⑷ see，run　⑸ notice，leave
⑴ I had him carry these bags.
⑵ They heard a baby cry.
⑶ Let me ask you a few questions.

動作の主体がだれなのか注意する。
⑴では，①は，washしたのは「私の母」，②は，
washしたのは「私」。
⑵では，①は，playしたのは「私」，②は，playした
のは「彼」。
⑴⑵⑷ 過去の文でも，目的語のあとの動詞は常に原
形であることに注意。
⑴文の動詞が hadなので，「（人）に～させる」は〈have
＋目的語（人）＋動詞の原形 ～〉で表す。
⑵「（人）が～するのが見える」＝〈see＋目的語（人）
＋動詞の原形 ～〉
⑶「（人）に～させてあげる」は〈let＋目的語（人）＋
動詞の原形～〉。Can you ～?＝「～してくれませんか」
⑷「（人）が～するのを手伝う」＝〈help＋目的語（人）
＋動詞の原形～〉
⑴「（人）に（強制的に）～させる」は〈make＋目的語
（人）＋動詞の原形 ～〉で表す。
⑵ toがあるので，「～に耳を傾ける」は listen to ～
を使う。「目的語（人）」が代名詞のときは，目的格に
することに注意。he-his-him-hisと活用する。
⑶「（人）に～してもらう」は〈have＋目的語（人）＋
動詞の原形 ～〉で表す。
⑷「逃げる」＝ run away
⑸「（人）が～するのに気づく」は〈notice＋目的語（人）
＋動詞の原形 ～〉で表す。
⑶動詞の原形 letで始まる命令文。直訳は「私がいく
つかの質問をすることを許可してください。」。「（人）
に（こと）をたずねる」＝〈ask＋人＋こと〉

【〈Let me ＋動詞の原形 ～〉の文】
〈Let me ＋動詞の原形 ～〉「（私に）～させてください」
は，よく使うので連語として覚えてしまおう。
Let me introduce myself.
（自己紹介させてください。）

２ 原形不定詞
▶ p. ５確認問題

解説



2 解答と解説

⑴①もし今度の日曜日に晴れれば，私たちはサ
ッカーをするつもりです。
②もし今日晴れていれば，私たちはサッカーを
するのに。
⑵①もしあなたがたくさんのお金を持っている
のなら，私にいくらか貸してください。
②もし私がたくさんのお金を持っていたら，あ
なたにいくらか貸してあげられるのに。
⑶①彼が私に親切にしてくれることを望んでい
ます。
②彼が私に親切であればなあ。
⑴ lived　⑵ had　⑶ were［was］
⑴ became，might　⑵ wish，were［was］
⑶ were［was］，could
⑴ If her house had a garden, she would grow 
flowers.
⑵ I wish I knew his cell phone number.
⑶ If Judy were here, I would be very happy.
⑷ She wishes she could go to the concert with 
Jack.

それぞれ，①はふつうの文，②は仮定法の文。 
⑴①では，話し手は，今度の日曜日は晴れる可能性は
あると思っている。②では，話し手は，今日は晴れて
いないことを認識している。
⑵①では，話し手は，「あなた」がたくさんのお金を
持っている可能性はあると思っている。②では，話し
手は，自分がたくさんのお金を持っていないことを認
識している。
⑶①では，話し手は，彼が自分に親切にしてくれる可
能性はあると思っている。②では，話し手は，彼は自
分に親切ではないと認識している。

【仮定法の動詞の形と意味】
仮定法では，動詞が過去形でも，過去のことを述べてい
るわけではないことに注意。
① If I were free, I could help you.
「もし私がひまなら，あなたを助けられるのに。」
→ 「私は今，ひまではない」という「現在の事実」に反
する仮定。
② I wish I had a trumpet.
「トランペットを持っていればなあ。」
→ 「私は今，トランペットを持っていない」という「現
在の事実」に反する願望。

⑴⑶　「もし（今）～する［である］なら，…するのに」は，
〈If＋主語＋動詞の過去形 ～ ,主語＋ would［could /  
might］＋動詞の原形 ...〉の形。
⑵「（今）～ならいいのに」は，〈I wish＋主語＋動詞

３ 仮定法 If ～, I wish ～.
▶ p. ７確認問題

解説

の過去形 ～〉で表す。
⑶仮定法では，主語が何であっても be動詞は were
が原則。
⑴仮定法は，「現在の事実と異なること」のほか，本
問のように「実現可能性が低いと思っていること」を
仮定するときにも使う。
⑵現実＝「私は今ロンドンにいない」ということに注意。
⑶「登れるのに」なので，助動詞は couldが適切。
⑴⑶　〈If＋主語＋動詞の過去形 ～ ,主語＋ would
［could / might］＋動詞の原形 ...〉の形にする。
⑵⑷　〈主語＋ wish（es）＋主語＋動詞の過去形 ～〉
の形にする。
⑷主語が sheなので，She wishes ～ .となることに注 
意。


